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＜要 旨＞   

本稿は、3次元仮想空間を利用した「日本言乱の海外遠隔授業が実際どのようにおこなわれ、このような授業  

において教師に何が求められるのかを考察した実践報告である。   

米国CRGが開発した「V70nteractive Distribited Leaming ClientJ（以下、CRGと表す）は、3次元仮想空  

間内においてリアルタイムに音声を通じてコミュニケーションをはかることができるという利点がある．本稿では、日  

本のお茶の水女子大学と韓国の同徳女子大学を結び、CRGを最大限に生かせる授業を実験的に試み、そのなか  

で得られた知見、教師の役割について考察した。   

3次元仮想空間を用いた授業では、従来の授業とは異り、国内外の遠隔地を結び、リアルタイムコミュニケー  
ションによる学習が可能である。また、日本人学生を交えての学習を行うことにより文化的側面を考慮した実践的  

学習環境を提供することができる。その上、多様で豊富な学習機会を提供することにより、学習の動機づけ、向  

上をはかれる。また、日本語教育とコンピュータリテラシー能力の育成を同時におこなうことができる。こうした授業  

を実現するにあたっていくつかの課題が残されており、それを最小限にしていくために新たに教師に求められるも  

のとして、次のようなものがあると考えられる。第一に、将来的に、遠隔授業による大学間の単位認定が望まれ  

る。第二に、従来のシラバスを応用し適用、遠隔授業を重ねることにより教授法を確立する必要がある。第三に、  

学生の反応や外部からの評価を受けながら、どのように授業をおこなうか常に問い続ける必要がある。第四に、コ  

ンピュータやインターネットを使って指導できる教員の養成が望まれる。   

CRGの開発により、3次元仮想空間を共有した国を超えての授業が可能となり、学習者の学習への動機づけ、  

向上が図れるようになった。しかし、同時にこうしたシステムを最大限に有効活用するにあたって、日本語教師に  

は、今までにない様々なスキルが要求されるといえる。  

キーワード：3次元仮想空間、海外遠隔授業、CRG、バーチャルキャンパス、アバター、スライドショー  

1．はじめに  

1．1先行研究と研究目的  

日本のお茶の水女子大学と韓国の同徳女子大学校は、米国CRG（Created realities Group）が開  

発した「VXInteractive Distribited Leaming Clientl）」（以下、CRGと表す）というシステムを用  

い、2003年10月から2004年2月まで、3次元仮想空間を利用した「日本語」の遠隔実験授業をおこ  

なった。   

CRGでは、コンピュータのネットワーク上に3次元仮想空間、バーチャルキャンパスを構築、その  

空間上で教師や学生は自らの分身ともいえるアバター（avatar）を媒介とし、遠隔地を結びリアルタイム   

＊麗澤大学日本語教育センター講師言語教育  

＊＊お茶の水女子大学留学生センター助教授応用言語学  

＊＊＊同徳女子大学校外国語学部講師 日本語教育  

1）本システムについては、＜ht【p：／／created－reaIities．co］1Vcrgd］svxi」一tnll＞を参照のこと。   
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に音声会話やチャット、画像を通してコミュニケーションをはかることができる。コミュニケーションを主  

体とした学習環境を提供しているので、多人数講義による知識伝達型のみならず受講生同士のグ  

ループ型授業にも適していると言えよう。   

このような新たな形態での授業における教師の役割は、当然のことながら従来の授業とは様々な  

面において異ならざるをえない。   

3次元仮想空間を利用した遠隔授業に、「3D－IES」2）を用いた九州大学言語文化研究院での  

英語3）とドイツ語の試みがある。「ディスカッション」「ディベート」 「ロールプレイ」などタスクを中  

心とした演習が行われているが、「文法及び表現の学習に焦点を当てた講義形式」は未だおこな  

われていないのが実状だ。CRGは、遠隔地を結び、3次元仮想空間内においてリアルタイムに音声  

を通じてコミュニケーションをはかることができるという利点がある。本稿ではこうした側面を活用した実  

験授業をおこなうこととする。   

明海大学日本語教育国際フォーラム2003にてl‾3D遠隔日本語学習の試み」として実践報告があ  

るが、本稿は、3次元仮想空間を利用した「日本語」の授業がどのようにおこなわれ、且つこのよう  

な授業において教師に何が求められるかを中心にまとめたものである。  

1．2バーチャルキャンパスとアバター  

CRGのソフトをインストールし、事前に登録したログインとパスワードを入力すると3次元仮想空間に  

入ることができる。2階建てのバーチャルキャンパスの建物があり、1階に教室が4つある（図l参照）。  

中には黒板や教卓、机、椅子などが配置されている。入口付近にある階段で屋上へも上がることが  

できる。建物の正面玄関を出ると噴水とベンチがある。   

話し声は通常、同じ空間（教室、廊下、屋上、入口付近など）でのみ聞こえる。つまり、一人が教  

室にいて、一人が廊下にいる場合、異なる空間にいるので、お互いの音声は聞こえない仕組みと  

なっている。  

＜図l＞バーチャルキャンパス内の教室  く図2＞実際の授業の様子  

2）詳細は野凧確合研究井向1叫〕ノ八＼′＼V＼＝1ri．co．、jI）／＞を参照〟）二とt1  

3）鈴木存対却00卜〕次元仮性1祁丁け十ソトシステムに艮戎詔投敬ノ〕．出1二 」くll岬仙川V．Ⅰ・（∴lく〉′′し血卜しⅢC㌧il恒・＝加V血Ic＼〕一3山cs．ll血巨   
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＜図l＞にあるようにアバターに個性はなく、みな同じ顔をしている。頭の上に明記された名前を読ま  

ない限り区別がつかない。表情はもとより手をあげたり椅子に座ったりといった動作をすることもできな  

い。アバターの移動はカーソルで行う。パソコン画面に写しだされるのは、アバターの目を通して見  

た景色である。よって他人の姿（アバター）は見ることはできても、自分の姿を見ることはできない。  

＜図2＞は実際の授業の様子である。画面の右上にあるのが、チャットウインドウである。音声ではな  

く文字でのコミュニケーションを果たす必要があるとき、何らかかの理由で音声が用いれないときに使  

用する。その際、英語でしか入力できない。  

2．遠隔実験授業の実践報告  

2．1遠隔実験享受業について   

CRGを用いた日本語の遠隔実験才受業は、平成15年9月から10月にかけ、計4回おこなわれた。同  

徳女子大学校外国語学部日本語専攻の3・4年生の12名を対象とし、6名ずつ2クラスにわけ、実施  

した。時間帯は、l部が4時30分から5時45分、2部が6暗から7時15分の各75分である。  

実験授業の全体の流れは以下の通りである。  

＜表1＞ 遠隔実験授業の全体の流れ4）  

月 日   

10月14日   
内           容   

第1課たとえる  「話しましょう」  
2   10月21日  

第4課あきれる  「新しい言葉」「考えましょう」「本文」「答えましょう」   

3   第4課あきれる  よう」「書きましょうJ   

11別1日   第5課たべる  葉」「考えましょう」「本文」「答えましょう」   

実施 日  

対  象  

参加場所  

2003年10月14日（75分授業）  

同徳女子大学校外国語学部日本語専攻の3・4年生 クラスB（6名）  

教師はお茶の水女子大学の研究室、学生は自宅・同徳女子大学のマ／レチ  

メディア室・インターネットカフェ（PC房）から参加  

l文法及び表現の学僧に焦点を当てた講義形式」  

折本語を学習しつつ、背景に存在する文化について考え、討論する  

松「Lけ？i志仙6孝，Tサーーマ別中級から学ぶl二】本語改訂版』研究社、200う．7．  

授業ナlラ∫し  

教  什  

4）システムやり一一一′明日凰二上り、け掛）進用こ支障をきた十こと＝）／‥）たLl授剃二】、学生の声が突燃購にえ／亡くなったり、   

′学生い／バクーーが教室か用jえフ1二とが肘J、ヤむせえザ服守技■＝析寸ろことヰ）あった〔，   
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単 元  第1課 「たとえる」  

学習のねらい  「猫の額」や「猫に小判」など、動物を使った言葉を中心に比喩を学び、  

各国の比喩表現を比較しながら、言葉の機能・シンボリズムを考える  

使用言語  日本語  

本稿では2003年10月14日に実施した授業のうち、クラスBの例を述べる。  

日本側では教師がお茶の水女子大学の研究室からコンピュータ端末をネットワークにつなぎ講義を  

おこなった5）。韓国側の受講生は，同徳女子大学のコンピュータ室6）もしくは自宅のコンピュータ，イ  

ンターネットカフェの端末からアクセスして授業に参加している。  

授業で使用した教材は『テーマ別中級から学ぶ日本語改訂版』（研究社）である。  

この教材を選んだ理由は、学習者の学習時間を考慮したという点、そして本文中に日本の文化的  

な要素がたぶんに含まれている点にある。また、各課は「新出語彙」「テーマ導入のための質  

問」「本文読解」「本文内容確認のための質問」「新出の文型および文法項目の導入・練習」  

イ本文のまとめ」「各課で扱われたテーマと関連した意見交換」「短文作成」という内容で構成さ  

れ、4技能がバランスよく配置されている。そのため、授業を通じて4技能を効率よく身につけさせる  

ことができると思われる。また、本教材を使用することにより、教育の現場で実際に行われる多人数  

講義による知識伝達型学習、そして日本語の運用能力を高める受講生同士のグループ型学習の両  

方を行うことができると判断した。  

テキストは予め受講生に渡し、前もって目を通しておくように指示した。授業はテキストに沿って行  

われるが、担当教員は事前に黒板の役割を果たすスライドショー（slideshow）7）をサーバーにアッ  

プロードしておいた。これは当日、従来の授業環境と同じ環境を受講生に提供するものとして、聴覚  

のみならず情報を視覚で提示する役割を果たす。具体的に「学習目標」「新出の文型・文法項  

目の説明、接続方法、留意点」「例文」「質問に対する答え」といった内容をアップロードした。  

5）授業を進める教師以外に、二人のサポートがついた。  

6）授業中、同徳女子大学校のマルチメディア主には、万一のアクシデントに備え、TAが一人待機していた。  

7）CRGではスライドショーをリアルタイムに遠隔地から参加している多数の受講生に配信できる。授業中、担当教員がスライ   

ドショーを立ち上げると、受講している学生のコンピュータ画面の左上に一斉にウィンドウが現れる仕組みとなっている。ス   

ライドショーの欠点は、事前にサー／く一にアップロードしておかなければならないことだ。現時点では授業中に教師がキー   

ボードで入力し、その場で即座に提示するということはできない。   
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＜図3＞スライドショー  

＜図3＞の左にあるのが新しい文型を導入したときに提示したスライドショー、そして右にあるのはそ  

の「例文」である。   

授業はバーチャルキャンパスの1階の教室でおこなわれた。現実世界の授業と同じように、担．当教  

員のアバターは教卓の前に立ち、受講生のアバターを見渡しながら授業をおこなった。   

授業は主にCRGの利点を活かし、音声会話を中心におこなわれた。チャットは日本語入力は出  

来ず、英語のみ可能なため、授業中はサーバーの問題などで音声でコミュニケーションがとれなく  

なったときのみ、チャットを利用した。  

2．2 授業の結果報告  

実験授業は次のようにおこなわれた。  

1）授業前   

授業が始まる前に受講生は各々の場所からシステムをインストールし、CRGを立ち上げる。そし  

て、ログインおよびパスワードを入力して、3次元仮想空間内に入り、バーーチャルキャンパス内の指  

定の教室で待機させる。テキストは持参するよう前もって指示しておく。  

2）時間配分  

時間配分は、テキストの構成にそって以下のように組んだ。   
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＜表2＞ 授業の時間配分  

時間配分   内  
容   

0…5分  出席   
05－10分   新しい言葉（語彙）   

10－20分   いっしょに考えましょう（話す）   

20－30分   本文（読解）   

封トーーー40分   答えましょう（読む・話す）   

40一名0分   使いましょう（文法）   

60－70分   話しましょう（話す）   

70－75分   宿題提示（書く）、連絡事項   

3）授業内容  

出席 出席を取る。出席確認に止まらず、シズテム的に問題がないかを確認するため、教師は学  

生と簡単な会話を交し、システムがうまく機能するかを確かめる。  

新しい言葉（語条） スライドショーを立ち上げて、第1課のテーマについてふれ、新出語桑を導  

入。まず、指名した学生に単語の意味を説明してもらい、後で教師が補足説明をするという方法をと  

る。学生からの質問にも随時答える。  

いっしょに考えましょう（話す） ここではテーマ導入のための質問が5問設けられている。1つの設  

問に対し、2・3人に自由に答えてもらう。その際、「猫」と「犬」を対象に、日韓においてそれ  

らのイメージはどのように異なるのか比較しながら、授業が展開するようにする。また、韓国の比喩表  

現で登場する代表的な動物を挙げてもらい、その意味についても説明してもらう。  

本文（読解） 教師が音読し、4人の学生に段落ごとに読ませる。その後、教師は本文を読みなが  

ら読解をおこなう。  

答えましょう（読む・話す） 本文の内容確認のための質問が10問設けられている。教師が質問を  

し、学生に答えてもらうといった方法をとるが、最後の2問だけは、学習者の意見を述べる質問なの  

で、対話形式でおこなう。つまり、学生が発話した内容に対し、あらゆる角度から教師が質問をなげ  

かけ、情報を引き出すという方法をとる。質問は10問あるので、口頭で3問ずつ答えあわせをした  

後、再度スライドショーで教師の答を提示する。  

使いましょう（文法）  ここでは文法項目が扱われているので、スライドショーを活用しながら3段階  

にわけて提示した。まず、「新出の文型・文法項目」を提示し、「意味・接続方法・留意点」な  

どの説明をおこなった後、スライドショーに書かれてある「例文」を学生に読んでもらう。そして、練   
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習問題に入り、1つの問題に対し、口頭で2・3人の学生に答えてもらう。その後、スライドショー  

を通して教師の答を提示、学習項目が定着するように試みる。  

話しましょう（話す） ここでは、本文についての反論、つまり違う視点からの意見が交換できるよう  

に設問が設けられている。学生同士ペアを組ませ、意見交換をし、話しあった内容について代表者  

が報告するという方法も考えられるが（10月21日のクラスBの授業でおこなわれている）、今回は2  

人の学生を指名し、各自、自分の意見を述べてもらう。  

宿題提示（書く）「書きましょう」を宿題とし、後目、メールで送るように指示する8）。  

授業終了。  

連絡事項  感想文の提出。授業終了後、学生に今日の授業の感想文（授業内容についての質  

問、説明の早さ、授業中に起こった不具合、機会を操作するにあたっての問題点など）を書いても  

らい、電子メールで送ってもらう。これは学生の率直な意見を知るとともに、次回の授業をする上で  

参考にするためのものである。  

3．考察  

3．1授業の実際  

本授業が従来の授業と明らかに違う点は、対面授業でないことである。また、四技能のうち「聞  

く」と「話す」に焦点が絞られ、集中的におこなわれている点にある。従来の授業とは異なり、学  

生は教師の表情やジェスチャー、クラスの雰囲気を察することができないため、授業中、緊張をしい  

られる人もいる9）。特に、システムの音声の状態がよくない時など「先生の声があまり聞こえなくて不  

安な気持や緊張があった。話すときに震えた」という学生の感想は、このことを如実に物語っている  

と言えよう。よって、授業中は学生ができるだけ安心して話せる環境作りに努めた。学生の発話に対  

し、きちんと対応し、相づちを多く取るようにした。また、語秦の選択に気を配り、誤解のない話し  

方をするように心がけた。システムの音声上の問題で、学生の発話が聞き取りにくい場合は、そのこ  

とをきちんと説明し、学生の発話によるものではないことを明確にした。緊張をほぐすため、話題の  

矛先を日韓の文化の違いや学生の日本に関する知識へと向けさせ、自然と話が盛り上がるようにし  

た。   

例えば、第一課の「たとえる」では、猫を対象に日韓においてそれらのイメージはどのように異な  

るのか比較し、「招き猫」や「キティー ちゃん」へと話を展開させた。  

8）宿題を提出させることによって「‾苦く」という技能を補っている。  
9）中には、自七でできる、顔が見えないなどでリラックスできる人もいると思う0   
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また、こちら側の一方的な講義にならないよう、随時学生とコミュニケーションをとりながら授業を進  

めた。テキスト以外にもスライドショーを活用したり、意見交換をしたりしながら授業を進めた。従来の  

授業とは異なり、教師側としても学生の表情を観察しながら授業を進められないので、はじめは戸  

惑ったが、普段、教室で接している学生との授業を思い出しながら、授業を進めた。そし七、授業  

の進度がなるべく速くならないように心がけた。   

学生が文法的に不適切な表現を使ったときなどは、適切な表現に訂正した後で、2度ほど繰り返  

し聞かせるなどの工夫をした。また、ヒントを与えるなどして、学生自らが適切な表現に直せるように  

誘導した。   

耳から入った情報は、どうしても聞き逃したり、聞き流してしまったりする恐れがあるので、特に、  

覚えてもらいたい文法項目などを提示するときは、ポーズを置いて話したり、繰り返すなどして強調  

することもあった。   

新しい文型・文法を導入するときは、スライドショーで提示しながら授業を進めた。その際、でき  

るだけ多くの例文を提示することを心がけた。また、答えや例文を書き取る時間を与えるため、2、3  

度繰り返し、例文を読んだ。   

学生は授集中、集中できるのかJL、配だったが、学生は一様に「不安だったが、音声中心の授業  

のため、集中できる」「一緊張する反面、集中することができる」「家で一人で参加するので集中で  

きる」といった感想を述べていた。教師の発話以外の雑音が入らないようにするため、梗業中、遠  

隔授業をおこなっている研究室の立入りを禁止した。   

「みなさん」と話しかけると譲り合いがおこり、一様に黙ってしまうので、指名して話しかけるように  

した。遠隔授業では、 学生数は6人くらいが望ましいと思われる。なぜなら、画面に収まるアバター  

の数に限りがあり、また学習者の数が多いと発言をする機会が少なくなるからである。   

遠隔実験授業をおこなうにあたって、事前に日本側の者が韓国に渡り、一連の準備をおこなって  

いるが、実際には実験校業が始まってからも自宅でのCRGの設置、音量の調整、マイクの準備など  

がうまくいかない学生がいたので、韓国側のTAに連絡し、適宜サポートしてもらった。今後、遠隔  

授業のシラバスを作成する際、お互いの学校の行事予定など十分考慮し、シラバスを組む必要があ  

る。また、システムのインストールやパソコンの操作に関してはこれといった問題はないが、音声や  

サーバー 
の問題で、たびたび授業を中断することがあるため、こうした緊急時に備え、即座に対応  

できるよう、事前に対処法を立てる必要がある。  

3．2 3次元仮想空間を用いた授業が可能にするもの  

日本語教育の現場に3次元仮想空間の学習環境が導入されることにより、従来の授業と比較して  

どのような利点があるのだろうか。今回の実験授業で得られた知見をもとに以下に述べる。  

り国内外の遠隔地を斎与び、リアルダイムコミュニケーションによる学習が可能となる   
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学生は、コンピュータをネットワークにつなげるだけで好きな場所から自由に授業に参加できるとい  

うことに魅力を感じている。「自宅で一人で参加するので集中できる」という意見もあった。また、家  

にいながらにして、「集団学習」「グループ学習」 「個人指導学習」とさまざまな形態で授業をお  

こなうことができるのも利点である。   

2）文化的側面を考慮した実践的学習環境を提供することができる   

日本人学生を交えての学習を行うことにより、韓国人学習者はそのなかでさまざまな気づきを得な  

がら、実際のコミュニケーションを身につけることができると考えられる。   

本実験授業では自分の意見を述べる場をできるだけ設けたが、「面と向かって話さないので、思  

いのほか自由に話が出きて良かった」「話す機会が多くて良かった」 という意見のほかに、「日本  

人の学生が加わればもっとおもしろいと思う」という意見も見受けられた。   

3）多様で豊富な学習機会を提供することにより、学習の動機づけ、向上が図れる   

語学学習に対する学習者の能動的な姿勢が期待できる。本実験授業については、圧倒的に「お  

もしろい」という感想が寄せられ、インターネットカフェのマイクの故障により、授業中、一一言も話せ  

なかった学生は、その日、「もどかしさを感じた」と後述している。  

3．3今後の課題と教師に求められるもの  

こうした授業を実現するにあたっていくつかの課題が残されており、それを最小限にしていくために  

新たに教師に求められるものとして、次のようなものがあると考えられる。  

1）将来的に、遠隔授業による大学間（国内外の大学）の単位認定が望まれる  

大学間で共同で授業をするにあたり、国内外を問わず教育機関の協力体制を作る必要がある。ま  

た、成績評価に関する研究も進められなくてはいけない。そのためには、事前に本システムの学習  

効果について、従来の才受業と較べた場合に効果があるのか、その教育効果を測定・分析し、成績  

評価システムを構築をする必要があると思われる。  

2）従来のシラバスを応用し適用、遠隔授業を重ねることにより教授法を確立する  

今回、授業で使用した教材については、「満足する」という意見を得ている。「本文を読み、本  

文の内容に関する質問に答えながら、再度本文を考える。また、文法も扱い、文法と関連した文章  

をつくるなど、教材の内容は非常に良かった」という感想であった。その他にも「黒板の役割を果た  

すスライドショーが見やすく、文法の理解を助ける例文が多く提示されてあったので良かった1という  

意見も聞かれた。  

ど〝）ょうに授業をおこなうか常に仰い続ける必要   
3）学生の反応や外部からの評価を受け塞がら、   
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がある授業中、突然、音が聞こえなくなったり、声が割れて聞こえることがあった。語学を学ぶ上で  

は支障があると思われるので、音質改善への取り組みは必要である。また、ログ記録などの機能が  

補完されることが望まれる。受講生の仮想空間内での発言を記録する機能が補完されれば、学生一  

人一人に対し、適切なフィードバックをすることが可能となる。そして更に、授業に欠席した学生や  

後から夏習したい人のために、いっでも好きなときに再生して見ることができるように、記録・再生機  

能があると良いと思う。   

4）コンピュータやインターネットを使って指導できる教員の養成   

教師のコンピュータ・リテラシー能力が問われる。日本語教師は、三次元仮想空間を用いた授業  

をどのように教育の現場に取り入れ、それをいかに実際の教育に適用・活用すべきかを模索する必  

要が迫られる。  

4．おわりに   

CRGは、3次元仮想空間内においてリアルタイムで会話をすることができるという利点がある。本稿  

では、それを最大限に生かせる授業を実験的に試み、そのなかで得られた知見、教師の役割につ  

いて考察した。CRGの開発により、3次元仮想空間を共有した国を超えての授業が可能となり、学習  

者の学習への動機づけ、向上が図れるようになったが、同時にこうしたシステムを最大限有効活用  

するにあたって、日本語教師には、今までにない様々なスキルが要求されるといえよう。  

［謝辞］本実験授業をするにあたり、お茶の水女子大学の坂元章教授、熊谷倫子さん、同徳女  

子大学校の李徳奉教授、芦福姫教授にお世話になりました。また、実験システムは、  

Gregさんにご尽力いただきました。記して感謝申し上げます。   
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＜付録＞ 第1課のスライドショー（左から右へと進む）  

◆答えょしよう  

第1課たとえる  
l．猫の手も槽りたいほどだと言います。   4猫の絹ほどの屡があると言います亡  

2 いいえ、手伝ってはくれません。   5猫に小判などという言い方があります。   
晦の額」や弓削二小判」など、動物を   

使った言葉を中心に比喩を学び、韓国の  
比喩表現を比較しながら、言嚢の機儲・   a何かロに出して言いたいので、二う言うので   6猫に小判をやっても役に立たないという吾味   

シンボリズムを考え生す   ◆答えましよう                        す。   
です。  

◆答えましよう   ◆使いましょう   ◆使いょしよう A   

7．良いものを持っているのにその良さがわか   A   
例しそんなとき、日本語では の手b憎り／二いほと王＿と例え  
て害います。   

らす、全然使おうとしない人を見たときに言い   

ます。  例2蓬慧きれてもすぐに忘れてしまうとき．基地主j  
ヱ三」と言います。   

」といいます。  
a苦から人間と一緒に生活をしてきたからで  例3上手におよぐ人古見たとき、はの人（J他のよう／ご」と言   

す。  
し、1丁，  

例4r‖里がとても美味しいとき、日本語では畠ヱ竺J三生温皇  

9．10．（自由回害）  
旦旦．旦旦辿．▲といいます。   

◆使いょしょう A   ◆使いょしよう A   ◆偉いましょう   

1．まだ四月なのにとても暑いとき、豊里＿星j   4塵魁旦、脂の碩ほどの庭」と言いま   B   

三三」と言います。   す。   たとえ～ても、‾とは思えません。   

↑   
2かわいい女の子を見たとき、睦此聖呈   5高い を習っても、杢組1三並べるだけて詰ま   助詞のて形  
ヱだ」と言います。  ないとき、弓削二小判」と言います。   

3寒くて手が冷たくなったとき、氷のようだ」と  
言います。  

◆使いましよう B   ◆使いましょう B   ◆使いょしよう B   

例＝．たとえ地皇丘二三J吐ても、．壬生址Lユとは．習え  
ません。  ト たとえみんなでそうじをしても、あまりきれい   4たとえ昼旦塵里上ても、それほど上手になる  

になるとは思えません。   とは思えません。   
例2†＝とえ烏且生乳皇出土でも．■れほと■脊が急く左るとは思  
えません。  

例3たとえ立地盟主上ても、あまりれし、になるとほ思し、えま  2たとえ高い物を使っても、それほど唾岨≦   5たとえ且杢題剋ても、それほと周る  
せん（、  なるとは思えません。  とは思えません。   

例4．たとえ王塩主上てし馳⊥邑旦とは思えよせん。  

3たとえタクシーで行っても、約束の時間に聞  
に合うとは思えません。  

◆使いましよう   ◆使いよしよう C   ◆使いょしよう C   

C   

‾ほど‾はない ＝ ～がいちばん‾だっ  例妄器清拭妄㌘カギ己諸富撒継い   
1．私の国に山はたくさんあるのですが、畳土  
也ほと辿生血はないでしよう。   

例孟鳶乳‘認ヲ乱ミ‡（妄言よ芸え言・竺、鮮・‘ヱと皇吐   
名詞  2人間といっしよに生活してきた動物はいろい  

例ユ航空会示土り／二くきんありま‾rが‥川しほと∵サービスかいい  ろありますが、去ほど人間の生活に役に立つ  
去血旦生ゝ二と思います（」Aしがいち「r㌃サーモ7万珊r  塑池はないでしよう。  

†ご）。  

別 
フ 

」  
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◆使いょしようC   ◆王とめましよう  ◆貫きょしよう   

3おいしいものはたくさ人ありますが、三上ほ   日本語には動物を使った言い がいろいろあ  A－1   
どおいLいペはないでしょう。  ります＝ ≠の手も借りたい．や彪温⊥や▼盤  

赴旦Lなど、どれも面白い言い方です。どの  ‾て、‾て、だれ（に）でもいいから、 て  

4いろいろな言葉を習いましたが、旦杢呈宣はと  国にも  を使った害い＿がありますが、これ  
＝とていレ）で   

盤上土星墓はないと思います。   はその動物が苦から人と一緒に生活し塁†；  もらいたかった。   

からだと思います。   
5．いろいろな所へ施行しましたが、真豆ほど  

にぎやかな所はありませんでした。  

◆苫きよしよう A－1   

◆書き圭しよう Arl   

◆書きましょう   

例1．椙しい   1．むずかしくて、むすかしくて、だれにでもいい   ∧一2  
盟上jて、盈上土て、だれ（に）でbいし、わ、ら、三息丘＿狂てbらい  

r二わ、つ′ニレ   
から、数主てもらいたかった。   

‾て‾て ほと‘だった  

例2 呈い   2 さびしくて、さびしくて、だれでもいいから、  
且jて、旦」てしだれ（に）でもいいわ、ら、之二三二阜三上工てbち   い「しよにいてもらいたかった⊂   しリFメ払i小／1て作≠ そjLはどれくらい？   

い／二かった。  

明3 空し、   3コ＿皇jて、ヱ旦5て、だれにでもいいから、進   
返上て．史上て、†ごれ【に）でbし、いかち、圭丘コてbらい′こわ、っ   室＿立至伝コてもらいたかった。   
r＝・′  

◆古き蓋しよう A・2   ◆嘗きましよう A－2   ◆霞きましょう   

例I．£土上」て㌧崖．生地底⊥生皇ほどだっ／∴   ト産」て、旦卓上＼がし、が かなくなるほど   B   

だった   
例2注射は温」て．j急が出艮ほどだった、  

たら  ので   て    ほどだった  
例ユスーツケスは史上て、上甑地旦lユと仁った。   2塁上て、立っていられないほどた、った。  

】Ltiりり侶甘Il矧l】感用・状畦 そ力作咄   

例4生まれたはり、りの姉ちゃん1J．二じ皇5て．手の中にノ、るほ  

ど／ごった。   a立上二上▼iて、孟塞＿皇迫皇⊥二ほどだった。   

◆省きよしよう B   ◆蕃きましよう B   ◆肯きましょう 8   

例しトムきんの普の写宣与丹′二ら、今と全然ちがってい／二のて、  
互生jて．互生生変温」迩塁ほど／ごっ亡 1．産屋侵コたら、玉の友た■ちから手紙が稟て   3 画を見に行ったら、旦里且責ヱ上ので、△  

いたのて、うれしくて、晩迎生温旦a旦妄   坐垂」て、映画鱈に入れないほと、だった．   
例2デパートで月の†一郎投与‘′二ら、とて魁二のて、ぴっく   れるほと／ごっ／こ。   

上⊥て、且＿生盈且比丘ほど／二っ／二。  

例ユ良き／J女の子にラブレターら立上たち、モの子がみんくごの  Z互土＿型主星坦皇室隼コてもらったら、塩旦堕堕  
温三並主上のて、恥すかしくて蔑三上⊇A生温ゑ（エビ／＝′一」／ニ 互迫過去上ので、からくて、旦きたくなるほど  

たった。   

◆使いょしようC   ◆王とめましよう   

3おいしいものはたくさ人ありますが、三上ほ   日本語には動物を使った言い がいろいろ   

どおいLい ペ はないでしょう。   ります＝≠の手も借りたい．や彪温⊥や▼塵  

赴旦Lなど、どれも面白い言い方です。どの  

4いろいろな言葉を習いましたが、旦杢呈宣はと   国にもを使った言い＿がありますが、ニー  
盤上土星墓はないと思います。   はその動物が苦から人と一緒に生活し1き†三   

からだと思います。   
5．いろいろな所へ施行しましたが、真豆ほど  

にぎやかな所はありませんでした。   

◆苫きよしよう A－1   

例1．椙しい   

◆書き圭しよう Arl  

1．むずかしくて、むすかしくて、だれにでもいし   
盟上jて、盈上土て、だれ（に）でbいし、わ、ら、三息丘＿狂てbらい  

r二わ、つ′ニレ   
から、数主てもらいたかった。   

例2 呈い   2 さびしくて、さびしくて、だれでもいいから、   
且jて、旦」てしだれ（に）でもいいわ、ら、之二三二阜三上工てbち   

い／二かった。  
い「しよにいてもらいたかった⊂  

明3 空し、   3コ＿皇jて、ヱ旦5て、だれにでもいいから、進   
返上て．史上て、†ごれ【に）でbし、いかち、圭丘コてbらい′こわ、っ   室＿立至伝コてもらいたかった。   
r＝・′  

◆古き蓋しよう A・2   ◆嘗きましよう A－2   

例I．£土上」て㌧崖．生地底⊥生皇ほどだっ／∴   ト産」て、旦卓上＼がし、が かなくなるほど   

だったコ  
例2注射は温」て．j急が出艮ほどだった、  

例ユスーツケスは史上て、上甑地旦lユと仁った。   2塁上て、立っていられないほどた、った。   

例4生まれたはり、りの姉ちゃん1J．二じ皇5て．手の中にノ、るほ  

ど／ごった。   a立上二上▼iて、孟塞＿皇迫皇⊥二ほどだった。   

◆省きよしよう B   ◆蕃きましよう B   

「‾1【‾【  
互生jて．互生生変温」迩塁ほど／ごっ亡 1．産屋侵コたら、玉の友た■ちから手紙が稟て  

いたのて、うれしくて、晩迎生温旦a旦妄   
例2デパートで月の†一郎投与‘′二ら、とて魁二のて、ぴっく   れるほと／ごっ／こ。   

上⊥て、且＿生盈且比丘ほど／二っ／二。  

例ユ良き／J女の子にラブレターら立上たち、モの子がみんくごの   Z互土＿型主星坦皇室隼コてもらったら、塩旦堕堕  
温三並主上のて、恥すかしくて蔑三上⊇A生温ゑ（エビ／＝′一」／ニ 互迫過去上ので、からくて、旦きたくなるほど  

たった。   

■キ  ュこ2005  

■づ  人t．之005  

■甘ぺtせ呈：2005  
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